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岐阜看護学ジャーナル第 4 巻刊行に寄せて 

岐阜大学医学部看護学科長

井関敦子

2024 年は、新春早々、石川・能登での地震・津波という痛ましい災害で始まりました。また、

新型コロナウイルス感染症がもたらした教訓は、我々医療従事者が、平時からの感染症予防

対策の必要性を認識した 1 年であったと思います。 
「岐阜看護学ジャーナル」は、2022 年に創刊し、今回で 4 回目の刊行となります。 
今年度は 1 編と少ないものの、無事に刊行できたことを喜ばしく思います。看護研究の成果

を発表する機会は、従来に比べ格段に増えています。しかし、本ジャーナルに投稿いただくこ

とは各研究についての理解を深め、大学院生などの初学者にとっても有益な経験となります。

今後も本ジャーナルの発展を祈念します。
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Pythonを用いた大規模言語モデル(LLM)による看護師国家試験学習支援対話型

Chatbotの開発 

久我原 朋子 1)

キーワード：看護教育，大規模言語モデル(LLM)，Python，Chatbot開発，Chatbot Usability

要旨：AI はその技術の発展に伴い，看護教育への応用が期待されている。本研究は Python を活用して大規模言語モデル

(LLM)を基盤とした看護師国家試験学習支援オリジナル Chatbot を開発した。応答の一貫性については

Openai.ChatCompletion.create のtemperature(応答の変動性の制御)を「０」に設定し教育目的に適した一貫性のある応答を

調節できる可能性を示した。しかし開発と運用中のエラー表示への対処には，ある程度のプログラミングの知識を必要

とした。運用の複雑さが課題となり開発した Chatbotはデモ運用のみで使用を中止した。プログラミング言語に精通して

いない看護教員にChatbotの開発ができたことは重要な成果であった。Pythonを使用したChatbotの開発は一貫性の調整が

できたことがメリットであった一方で運用にプログラミングの知識を必要とした。今後はノーコードで Chatbot開発が期

待されていると考えられた。今後の看護教育への AI 技術の応用には，正確性を含む多岐にわたる検証が必要であると考

えられた。 

Ⅰ．緒 言 

人工知能(AI: Artificial Intelligence,以下AI)技術の発

展に伴い，看護教育において AI 利用が拡大しつつある

(Jallad, Alsaqer, Albadareen & Al-maghaireh, 2024)。大規

模言語モデル(LLM：Large Language Model，以下LLM)は学習

済みモデルであり，自然言語処理技術を基盤として注目

されている。LLM の 1 つのモデルに GPT(Generative Pre-

trained Transformer,以下 GPT)があり，事前学習(Pre-

training)と転移学習(Fine-tuning)を組み合わせたもので

ある。複数回のバージョンアップを経てまるで「人間の

ような」言語生成能力を備えてきている(Brown, Mann & 

Ryder, 2020) 。これは自然な会話で文章を生成する生成

AIであり，中でも対話形式でAIと人間がコミュニケーシ

ョンを図る Chatbot への応用が発展している(Caldarini, 

Jaf & McGarry, 2022)。更に教育分野にChatbotの応用が期

待されている(Kooli, 2023)。一方で，AI 技術の教育への

活用には「応答の変動性・非決定性(Ouyang, Zhang, 

Harman & Wang, 2023)」，「ハルシネーション(Sharun, Banu, 

Pawde, Kumar, Akash et al., 2023)」「機密情報や個人情報

の漏洩の可能性，偽情報拡散，著作権に関する懸念，応

答の正確性(総務省, 2023)」など複数の課題が指摘され

ている。加えて Chatbot 開発後の評価の必要性が主張さ

れている(Ren, Castro, Acuña & Lara, 2019)。生成AIのモ

デル数の増加，発展の流れに応じて，看護教育分野での

活用について議論が必要であるが，これらの研究は発展

途上であり研究例が不足していた。そこで本研究では将

来の看護学教育におけるAI活用事例の増加を見据え，看

護学教育の質的向上に役立てるためにオリジナル学習支

援Chatbotの開発を行った。 

Ⅱ．方 法 

1．研究デザイン

PythonとLLM(大規模言語モデル)を利用した実験研究

2．用語の定義 

1)Python  

Python とはプログラミング言語の 1 つを示す

(Gholizadeh, 2022)。Web アプリケーション開発や AI，機

械学習，データサイエンスなど分野で使用されている。 

2)Pythonのライブラリ 

Python のライブラリとは，プログラミング言語のよく

利用される機能を再利用しやすいようにまとめたものを

示す(Gholizadeh, 2022)。 

3)openai.ChatCompletion.create(Chat Completion API) 

openai.ChatCompletion.create とは，Chatbotの性質を決

めるための指令をOpenAI APIで対話型のやり取り(チャッ

ト)を行うために使用される関数を示す(GitHub, 2024)。

含まれる内容を下記に示す。 

1) 岐阜大学医学部看護学科
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・model: 使用するGPTモデルを指定する。

・role: メッセージの役割を指定する。

・system: AIの振る舞いを定義する，役割を指定する。

・user: ユーザーからのメッセージを示す。

・assistant: 過去のAIからのメッセージを示す。

・temperature: 値は 0.0 から1.0までで応答の創造性，

変動性の度合いを制御する。1 に近い値ほどランダム性

が増し多様な応答が返される。 

・max_tokens: 応答の最大トークン数を制御する。トーク

ンとは単語や部分的な単語を示す。 

・n: 応答を生成する数。

・stop: 応答の生成を停止する特定のトークン(文字列)

を指定する。 

3．オリジナルChatbotの開発方法 

1)Python によるオリジナル看護師国家試験学習支援対話

型Chatbotの開発 

(1)Google CollaboratoryでPython(プログラミング言語)の

使用環境を設定した。 

(2)ライブラリ openai をインストールした(GitHub, 2024)。

インストール時の指示語と「openai」ライブラリの内容

を「図 1：Pythonライブラリ「openai」のインストール時

の指示語と内容１」，「図２：Python ライブラリ「openai」

の内容２」に示した。 

(3)OpenAI社URLにて作成したAPI key を挿入した。 

(4)openai.ChatCompletion.create(ChatCompletion API)によ

り，ChatGPT APIからのレスポンスを取得した。 

(5)ngrok(エングロック：WEB アプリの動作確認を行うた

めの環境)の設定，your Authtoken を取得し，Streamlit 

Community Cloudの登録を行った。 

(6)構築したChatbotアプリの公開：Git Hubにリポジトリ

を作成，Chatbotのコードをアップロード(API key番号は

Secrets に設定)して，オリジナル Chatbot を公開した

(Kugahara, 2024)。 

(7)開発したオリジナル AI Chatbot は「Nursing teacher-

AI-chat-pot」と命名した。上記の一連の手順は WEB ペー

ジを参考に行った(我妻, 2024)。 

2)オリジナルAI ChatbotのUsabilityの評価項目 

オリジナル ChatbotのUsabilityの評価項目はPubMed，

Google Scholarにて文献検索を行い選出した。PubMedでキ

ーワード「original chatbot usability」を挿入し，表示さ

れた 5文献と Google Scholarにおいて同様のキーワード

で検索し，表示された約 15,000文献を関連性順に並べ替

えて上位20文献の Abstract を確認し Chatbot  開発後の

Usability評価項目を示していた5文献を選出した (Han, 

Zhou,  Wang,  Chen & Yeh,  2023 ; Ren et al. , 2019; Ren,

Zapata , Castro , Dieste   &  Acuña ,  2022; Wei, et al.,

2024)。選出した5文献からChatbot開発後のUsabilityの

評価項目をまとめ 「表 1：Chatbot開発後の Usability評
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価項目」に示した。本研究では予備的検証として「Compl

exity control：管理の複雑さ」「Consistency：一貫性」「P

rivacy and Security：プライバシーとセキュリティ」につ

いて振り返りを行った。 

3)倫理的配慮 

本研究は人を対象とする研究に非該当であった。

ChatGPT(生成 AI)使用時の留意事項として下記を実施した。

情報の流出，情報構築を予防するために ChatGPT のデー

タ制御，チャット履歴とトレーニング機能をオフ設定に

して使用した(Sebastian, 2023)。 

AI への追加学習は実施しなかった。本研究で開発した

Chatbotは教育利用目的でありOpenAI社が発表している使

用規範に違反しないことを確認した(OpenAI, 2024)。 

Ⅲ．結 果  

1．Pythonを使用し開発したオリジナルChatbotの開発 

1)Control Complexity (管理の複雑さ) 

(1)開発及び運用の容易さ 

開発者は Python使用可能な環境設定，ライブラリのイ

ンストール，Chatbotの応答を観察しながら各種の設定，

動作確認，公開作業を行った。 

上記の手順の運用の容易さについては，作業手順とし

ては複雑な手順を伴わなかったが，開発過程とデモ運用

時に3回のエラー表示があり，その原因の特定(例：根本

的な操作ミス，Python のプログラミング言語の配置エラ

ー，不要なスペース混入等)が看護系教員では容易にで

きず，開発手順をはじめからやり直した場面があった。

エラー処理には，ある程度のプログラミングに関する知

識が必要で例外処理に約6時間を要した。 

(2)管理メンテナンス性 

本研究のPython による Chatbot 開発の場合，GPTのバ

ージョンの更新は一部のプログラミング言語を更新する

のみで変更可能だった。更新作業時間は約 1 分で，アッ

プロードに要する所要時間は 5 秒程度であった。一方で

Error Handling(エラーハンドリング)については，本研究

の開発プロセス及び実験デモ運用中に 3回の「Error」表

示があった。「Error」の理由と修正すべき箇所の発見に

約 6 時間の時間を要し，必要な時には一連の手順をはじ

めからやり直した。このエラーハンドリングの複雑さか

ら本研究で開発したオリジナル Chatbot はデモ運用のみ

で正式運用は中止した。 

2)Consistency (一貫性) 

本研究では，一貫性を確保するために ， openai. Chat

Completion.create(Chat Completion API)のtemperature(応答

の変動性を制御するパラメータ)を「0」に設定し，応答

内容を調整した。先行研究(Wei et al., 2024) を参考に実

験回数を 3回に設定し，実験として 3回同じ質問を挿入

した結果，同じ応答が3回返された。 

本研究ではデモ運用のみ継続利用を中止したため厳密

な正確性の検証には実験数が不足していた。 

3) Privacy and Security：プライバシーとセキュリテイ

本研究では過去の看護師国家試験問題を利用した実験

で，個人情報に関する資料の使用はなかった。 

Ⅳ．考 察 

1．Pythonを使用し開発したオリジナル Chatbotの開発に

関する考察 

1)Control Complexity (管理の複雑さ) 

(1)開発及び運用の容易さ 

Configuration   Ease  ( 設定の容易さ)  と  Deployment

Simplicity  (展開の簡便さ)について，本研究で開発した

PythonによるオリジナルChatbotは，全体の開発手順は比

較的容易であった。しかし，一部の作業でエラーが発生

した時に時間を費やした場面があった。今後はエラーの

原因を追究するスキルを向上させる，又はプログラミン

グ言語を使用しない方法で Chatbot を開発することが解

決策の一手段であると考えられた。 

(2)管理メンテナンス性 

管理メンテナンス性には Update Process(更新プロセス

の簡易性)やError Handling (エラーハンドリング)がある。
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本研究のPython による Chatbot 開発の場合，GPTのバー

ジョンの更新は一部のプログラミング言語を更新するの

みで変更可能だった。これはPythonを利用したChatbot開

発に有利な点であったと考えられた。また本研究では追

加学習は実施しなかったが，Python は追加学習に強い面

があるため，将来，追加学習を実施する場合は Pythonの

利用がメリットとなると考えられた。 

一方で，本研究の開発プロセス及び実験デモ運用中の

「Error」の理由と修正すべき箇所の発見が，プログラミ

ング専門家ではない看護教員には困難であった。これは

Chatbot運用継続の可否に影響を及ぼし，本研究で開発し

たChatbotの継続利用中止の要因の1つとなった。ノーコ

ード，ローコードの Chatbot 開発はプログラミング言語

使用時のエラー回避が可能で，医療教育分野のノーコー

ドツールによる Chatbot開発事例が発表されている(Sathe, 

et al., 2024)。今後はノーコード，ローコードのChatbot

開発と検証が必要であると考えられた。 

2)Consistency (一貫性) 

本研究では同じ質問に対して毎回同じような応答が生

成されるように，temperature(応答の変動性を制御)で「0」

に設定した。実験で 3 回の同じ質問にすべて同じ応答が

返されたことにより応答の変動性の制御が調整可能であ

ることが確認された。看護教育に利用する目的のChatbot

の場合，応答は決定的であるほうが望ましいため「0」

設定が有効であることが示唆された。応答の変動性の制

御が調節可能であることは Python による Chatbot 開発の

利点であると考えられた。 

Accuracy and Reliability(正確性と信頼性)については本

研究の実験はデモ運用のみで継続利用を中止したため，

厳密な正確性と信頼性は評価できなかった。先行研究に

おいて看護師国家試験の OpenAI社のモデルによる看護師

国家試験の正確性の検証では，看護師国家試験の問題に

対して正しい選択肢を示した割合は 64.5～75.1%であった

(Taira, Itaya & Hanada, 2023)。またLLM(大規模言語モデ

ル)の看護師，医師，歯科医師，薬剤師の各国家試験問

題に対する正しい応答の割合は各国家資格の合格ライン

を上回っていたが，応答には誤りが含まれていた(Jin, 

Lee & Kim, 2024)。本研究では実験数が不足し正答率の算

出は不可能であった。看護教育分野にAI技術を応用する

ために正確性の検証は取り組むべき課題であると考えら

れた。今後，看護教育にAI活用例が増えることを見据え

て，正確性，信頼性に関する検証は優先順位の高い研究

課題であると考えられ，本研究の結果を基に今後の研究

の発展が期待される。 

応答の品質管理には，今後，正答率を高める手法を実

験し確認していくことが求められていると考えられた。

例えば看護教育に使用されているテキストや看護師国家

試験問題の解説書籍などで追加学習を行い「学習したテ

キストの参照ページを示し根拠に基づいて回答してくだ

さい」などのプロンプト追加，誤りを自ら省みる指示文

(リフレクションプロンプト)を追加するなど，今後の実

用化にむけての検討事項が存在していた。 

3) Privacy and Security：プライバシーとセキュリテイ

生成AIの利用はData Security(データセキュリテイ)に

関する課題が指摘されている(Sebastian, 2023)。しかし

本研究で開発した Chatbot は看護師国家試験学習支援目

的であり個人情報に関わる情報には無関係であった。ま

た追加学習は実施しなかった。OpenAI 社がチャット内容

をAI学習に蓄積しないよう，学習機能をオフに設定し使

用した。本研究は生成AI利用によるセキュリテイ，プラ

イバシーの課題はなかったと考えられた。引き続きプラ

イバシー保護，情報管理措置を継続していく。 

本研究の総括として   Python  を用いた オリジナル  

Chatbotの開発と予備的な検証からPythonの主なメリット

として，ライブラリを活用してコードの書き換えや調整

が容易である点が挙げられた。応答の一貫性を確保する

ために temperature(応答の変動性の制御)の設定を行い，

教育目的に適した Chatbot を開発した点は本研究の独自

性，新規性として考えられた。また，Python は学習デー

タの追加トレーニングにも強みがあり，将来的に看護師

国家試験対策のためにカスタマイズされていくことが期

待される。一方で，エラー表示への対応には一定のプロ

グラミングの知識が求められた。今後，ノーコードツー

ルを活用することにより，看護教育現場でプログラミン

グの専門知識を持たない教育者が効果的に看護教育に AI

技術を応用できる可能性があることが示唆された。 

本研究の意義は，プログラミングに精通していない看

護系教員が Python を用いた Chatbot の開発・運用を実施

する時の課題を明らかにし，看護教育におけるAI技術の

導入の可能性を示したことである。特に，Python を活用

した場合，モデルの更新プロセスの簡易性と Chatbot の

一貫性の調整が可能であることを実証した。一方，エラ

ー処理の複雑さが運用継続の障壁となる課題を浮き彫り

にし，今後はノーコードやローコードで学習支援ツール

を作成する必要性を提起した。将来を見据え看護教育に
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AI 技術を応用した学習ツールの開発と実践に役立つ基礎

的な知見を提供したと考えられた。 

2．研究の限界と今後の課題 

本研究ではLLMのモデルの1つであるOpenAI社のGPTを

使用し Python 用いてオリジナル Chatbot を開発した。し

かし LLM のモデルには， Claude(Anthropic 社 )，

Gemini(Google)などがあるが，本研究は 1つのモデルに限

り検証した。看護教育にAIを活用していくためには，今

後は他のモデルも検証していく必要性があると考えられ

た。 

加えて本研究は予備的検証の位置づけで Chatbot 開発

後のUsabilityの評価項目の一部分を評価した。後続の検

証に活かすことができる知見が得られたが，Chatbot開発

後の評価と改良作業のプロセスを続けていく必要性があ

る。 

また本研究では Python を用いた開発を行ったが，

Chatbot開発の手法にはプログラミング言語を使用しない

ノーコードでの開発手段がある。今後はノーコードで

Chatbotの開発が期待されていると考えられた。 

将来の看護教育へ AI の応用を安全にすすめていくため

には正確性の検証は特に優先度が高い研究課題であると

考えられた。今後，AI の誤った応答の詳細な分析を行い，

追加学習の必要性の有無と応答の正確性を向上させる手

法を検証していく必要性がある。本研究は予備的検証と

しての位置付けであり，今後の研究の必要性が示唆され

た。 

Ⅴ．結 語 

本研究では，Python を用いて看護師国家試験学習支援

Chatbotを開発した。Pythonによる開発の利点として応答

の変動性の制御の可能性を示した。しかし開発と運用中

のエラー時の対応には一定のプログラミングの知識と経

験，技術が必要であったことが課題であった。看護教育

にAI技術を安全に応用していくためには今後の検証と改

善を繰り返していく必要性があると考えられた。 
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Python を用いた大規模言語モデル(LLM)による看護師国家試験学習支援対話型 Chatbot の開発 

岐阜看護学ジャーナル 4(1),2025 

Development of a Chatbot Supporting National Nursing Examination 

Learning Using a Large Language Model Implemented with Python

Kugahara Tomoko1)

Abstract：With the advancement of AI technology, its application in nursing education is highly anticipated. We 
developed  an  original  chatbot to support learning for the National Nursing Examination, utilizing Python and 
based on a Large Language Model.  Regarding response consistency,  we demonstrated  the potential to achieve 
consistent   responses   suitable  for  educational  purposes  by  setting  the  temperature  parameter   (control of 
response variability) in OpenAI's ChatCompletion  create  to  "0" .  However ,  addressing  errors  encountered 
during  development  and  operation  required  a  certain  level  of programming knowledge. Due to operational 
complexity concerns, the developed chatbot was  discontinued  after  a  trial  deployment. Although the nursing 
educators  were  unfamiliar  with  programming   languages ,  they  were able to develop a chatbot, which was a 
significant achievement. The  use of  Python  allowed  for consistency  adjustments ;  however, operational tasks 
required  programming knowledge. In the future, the development of chatbots using no-code tools is necessary. 
Furthermore,    the  application  of  AI technology  in  nursing education will  require  extensive  evaluations  to 
improve accuracy and other critical aspects. 

Key  words: Nursing Education, Large Language Model (LLM), Python, Chatbot Development, 
 Chatbot Usability 

1) Department of Nursing, Gifu University School of Medicine
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編 集 後 記 

令和４（2022）年を初刊に、刊行を続けてまいりました岐阜看護学ジャーナルは、本巻をもちまし

て 4 回目の刊行を迎えることができました。 
本巻では、近年、急速に進化を遂げつつある人工知能（AI）技術に関した記事を掲載いたしま

した。AI は、私たちの生活のあらゆる側面に影響を与えるとともに、さまざまな分野における技術の

応用によって業務の効率化や新しい価値の創造といった革新をもたらしました。医療においては、

機械学習やディープラーニングの技術を用いることで、医療データの解析によるさまざまな疾患の

診断や治療などに役立つ可能性が指摘されています。  

このような中、臨床看護ならびに看護教育の現場においても、AI 技術は多くの革新的な変化を

もたらす可能性があるのではないでしょうか。これらの研究が、看護師の皆様の日々の業務ならび

に看護教員の皆様にとって少しでもお役に立つことを願っております。

最後に、今回の刊行に際し、お力添えをいただきました皆様に心より感謝申し上げます。今後も

本ジャーナルは、看護学の発展と実践の質向上を目指し、日々努力を重ねてまいります。今後もよ

り多くの方々にご愛読いただけることを心より願いつつ、多くの方からの投稿をお待ち申し上げて

おります。

（編集担当 佐々木智恵） 

広報・情報処理委員会 編集担当

寺田知新，社本生衣，山田加奈子，佐々木智恵
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編 集 発 行 者
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